
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
っ
て
？

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
ま
ち
協
）は
、

住
民
自
ら
が
身
近
な
課
題
を
解
決
し
た

り
、
住
み
や
す
い
ま
ち
の
将
来
像
を
検

討
し
た
り
す
る
組
織
で
、
市
内
全
15
地

区
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
協
で
は
、
次
の
５
つ
の
目
標
を

掲
げ
、
一
人
一
人
の
知
恵
と
力
を
結
集

し
て
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

【
５
つ
の
目
標
】

●
地
域
の
活
性
化

●
教
育
文
化
活
動
の
推
進

●
健
康
増
進
・
地
域
福
祉
の
推
進

● 

防
災
・
防
犯
な
ど
、
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り

●
地
域
環
境
整
備
の
推
進

事務局長事務局長長長長長長

原田  常
つ ね

治
は る

さん（妻ケ丘町）

自分たちの力でつくる、住みやすいまち
まちづくり協議会を紹介します

◎問い合わせ　コミュニティ課　　☎23-7146

地域のマンパワーを結集
します

課題や将来像についてみ
んなで考えます

地域資源などを活用してで
きることから取り組みます

妻ケ丘地区まちづくり協議会マンパワーを生かす！

　５年前に「妻ケ丘よかとこ
音頭」を制作。地区内の祭り
などでみんなで踊っています。
今年度は、東小と上長飯小の
運動会でも子どもたちが披露
しました。みんなに親しまれ
る音頭となり、郷土愛の醸成
につながっています。

妻ケ丘よかとこ音頭
　住んで良かったと思える地
区を目指し、「友愛ネット」と
いう見守り活動をしています。
ネットワーカーと呼ばれる声
掛け、見守りをする人を配置。
一人暮らしの人や要介護者の
いる世帯などを地域でサポー
トしています。

友愛ネット
　今年度は地区内の教員 OB
が、中学３年生の受験に向け
た面接指導を実施しました。
来年度以降は、小学校高学年
の児童を対象に、放課後の学
習支援を計画していて、今か
ら準備を進めています。

学習支援

広報 都城 平成29年2月号　6



積
極
的
な
ま
ち
づ
く
り

　

15
地
区
の
ま
ち
協
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
地
域
の
将
来
像
を
見
据
え
た
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

み
ん
な
が
参
加
す
る
ま
ち

横
市
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

７
月
に
実
施
し
た
横
市
川
ク
リ
ー
ン

作
戦
。
８
回
目
を
迎
え
、
地
域
内
外
か

ら
約
２
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
横

市
川
堤
防
沿
い
の
清
掃
作
業
や
、
環
境

学
習
会
、
ニ
ジ
マ
ス
の
つ
か
み
取
り
な

ど
を
実
施
し
、
住
民
同
士
の
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

ま
た
新
た
に
、
市
危
機
管
理
課
と
協

働
で
、
は
が
ま
に
よ
る
炊
き
出
し
な
ど

の
防
災
訓
練
を
行
い
、
防
災
意
識
の
向

上
を
図
り
ま
し
た
。

学
び
の
場
が
あ
る
ま
ち

姫
城
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

小
学
５
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

の
児
童
生
徒
の
自
主
的
な
学
習
を
支
援

し
よ
う
と
、
11
月
か
ら
姫
城
地
区
土
曜

学
習
会
を
開
始
。
毎
月
第
１
・
第
３
土

曜
日
に
、
中
央
公
民
館
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

教
育
文
化
部
会
が
、
社
会
福
祉
協
議

会
や
各
小
中
学
校
と
連
携
し
て
、
学
習

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
。
南
九
州

大
学
や
都
城
高
専
の
学
生
ら
が
学
習
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
分
か
ら
な
い
と

こ
ろ
を
気
軽
に
質
問
で
き
る
学
び
の
場

を
つ
く
る
こ
と
で
、
地
域
の
こ
れ
か
ら

を
担
う
人
材
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
る
ま
ち

山
之
口
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

12
月
に
地
区
内
の
小
中
学
校
と
連
携

し
て
実
施
し
た「
あ
い
さ
つ
運
動
」。山

之
口
地
区
ま
ち
協
の
ス
ロ
ー
ガ
ン「
人

と
人 

え
が
お
で
つ
な
ぐ 

山
之
口
」の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
学
生
が
自
分
の
卒
業
し
た

小
学
校
で
、
小
学
生
や
ま
ち
協
の
会
員

と
一
緒
に
、
登
校
す
る
児
童
や
運
転
手

な
ど
へ
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
を
行
う
、

「
小
中
合
同
あ
い
さ
つ
運
動
」
も
実
施

し
ま
し
た
。

安
全
で
安
心
な
ま
ち

山
田
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を
目
的
に

10
月
、
交
通
安
全
講
習
会
を
開
催
。
高

齢
者
ら
約
１
０
０
人
が
受
講
し
ま
し

た
。

　

都
城
警
察
署
員
が
、
交
通
安
全
や
オ

レ
オ
レ
詐
欺
の
予
防
な
ど
を
分
か
り
や

す
く
講
義
。
ほ
か
に
も
都
城
地
区
交
通

安
全
協
会
の
寸
劇
で
、
楽
し
く
交
通
安

全
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
活
動
の
様
子
や

参
加
方
法
な
ど
を
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。
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175,728 169,602
老年人口のピーク

139,158

115,385

22,971
（13.1％） 44,209

（26.1％）

46,726
（33.6％）

（2025年）

51,028
40,084

（34.76％）
113,099
（64.4％） 101,399

（59.8％）
74,898
（53.8％） 61,460

（53.3％）

39,658
（22.6％） 23,994

（14.1％）
17,534
（12.6％） 13,841

（12.0％）

人口のピーク

本市の人口の推移

コンパクトシティの連携イメージ

公共交通がネットワークし、
歩いて暮らせるコンパクトなまち

拡散した市街地

公共交通路線の
ネットワーク

コンパクトシティのイメージ

各拠点の
コンパクト化

立地適正化計画区域
（都市計画区域）

都市機能誘導区域

居住誘導区域

公共交通による拠点
間のネットワーク

市
の
人
口
の
推
移

　

本
市
の
人
口
は
、
１
９
８
５
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
転
じ
て
い
て
、

２
０
１
０
年
か
ら
40
年
ま
で
に
約
２
割

が
減
少
、
60
年
ま
で
に
は
約
３
割
が
減

少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
０
０
年
に
は
既
に
超
高

齢
社
会
に
突
入
し
て
い
て
、40
年
に
は
、

老
年
人
口
の
割
合
が
全
体
の
3
分
の
1

を
超
え
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

老
年
人
口
の
割
合
が
高
く
な
る
と
、

日
常
生
活
の
移
動
手
段
の
確
保
が
問
題

と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、住
宅
や
医
療
・

福
祉
施
設
、
商
業
施
設
な
ど
を
ま
と
め

て
立
地
（
誘
導
）
さ
せ
、
ま
ち
の
機
能

を
集
約
。
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
住

民
が
、
過
度
に
自
家
用
車
に
頼
ら
ず
に

公
共
交
通
を
利
用
す
る
こ
と
で
、医
療
・

福
祉
施
設
や
、
商
業
施
設
な
ど
に
ア
ク

セ
ス
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
日
常
生
活
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
身
近
に
あ
る
ま
ち
づ

く
り
が
、「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
・
プ

ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
考
え
方
で

あ
り
、
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

市
全
体
の
都
市
構
造
を
見
直
す
基
本
計
画

　

市
で
は
、
機
能
的
で
コ
ン
パ
ク
ト
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
平
成
27

年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま
で
の
４
年
間

で
、「
都
城
市
立
地
適
正
化
計
画
」
を

策
定
し
ま
す
。
こ
の
計
画
は
、
住
宅
や

医
療
・
福
祉
施
設
、
商
業
施
設
、
公
共

交
通
な
ど
、
生
活
を
支
え
る
機
能
を
一

体
的
に
捉
え
、
市
全
体
の
都
市
構
造
を

見
直
す
内
容
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
基
本
方
針
と
住
宅

や
病
院
、
商
業
施
設
な
ど
の
都
市
機
能

を
誘
導
す
べ
き
区
域
を
定
め
た
「
都
市

機
能
誘
導
区
域
」
を
公
表
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
30
年
度
に
は
、
住
宅

な
ど
の
集
約
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
居
住
誘
導
区
域
」
を
設
定
・
公
表

す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
計
画
は
、
建
物
の
建
築

な
ど
を
規
制
す
る
も
の
で
は
な
く
、
長

期
的
な
視
点
に
立
っ
て
、
緩
や
か
な
誘

導
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
誘
導
区
域
外
で
誘
導
施
設
を

建
築
な
ど
す
る
と
き
は
、
届
け
出
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
事
業
者

の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

機
能
的
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

　

今
後
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
の
影
響
か
ら
、
市
の
財
政
状
況
は
悪

化
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
市
の
活
力
が
低
下
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
市
で
は
、
市
全
体
の
都
市
構
造
を
見
直
し
、
住
宅
や
医
療
・
福
祉
施
設
、

商
業
施
設
な
ど
の
集
約
を
図
る
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。 

◎
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課　

☎
23

－

２
７
６
２

都
城
市
立
地
適
正
化
計
画
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都城市立地適正化計画

誘導施設の設定

都城市立地適正化計画における将来の都市構造図
計
画
の
概
要

●
将
来
あ
る
べ
き
都
城
の
「
か
た
ち
」

　

都
城
市
立
地
適
正
化
計
画
は
、
都
市

計
画
と
公
共
交
通
の
一
体
化
を
図
り
、

平
成
21
年
に
策
定
し
た
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
都
市
構
造
に
基
づ
い
て

策
定
し
ま
す
。

・ 

都
市
機
能
を
重
点
的
に「
ま
ち
な
か
」

へ
誘
導
し
ま
す

・ 

地
域
に
お
け
る
医
療
・
福
祉
な
ど
の

支
援
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
を
進
め

る
た
め
、「
市
街
地
系
生
活
拠
点
」、

「
田
園
系
生
活
拠
点
」
を
形
成
し
ま

す

・ 「
ま
ち
な
か
」
を
中
心
に
「
市
街
地

系
生
活
拠
点
」
と
「
田
園
系
生
活
拠

点
」
の
間
を
、
安
全
・
便
利
に
行
き

来
で
き
る
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
充
実
を
図
り
ま
す

・ 

都
市
機
能
の
誘
導
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
都
市
機
能
誘
導
区
域
」

や
、
住
宅
な
ど
の
集
約
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
居
住
誘
導
区
域
」

を
設
定
し
ま
す

●
誘
導
す
べ
き
施
設
な
ど
の
誘
導
方
針

　

都
市
機
能
誘
導
区
域
に
必
要
な
施
設

は
、
各
拠
点
の
都
市
機
能
レ
ベ
ル
に
応

じ
て
設
定
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
に
不
足
し
た
施
設
を
整

理
し
、
誘
導
し
て
い
き
ま
す
。

●
施
設
を
誘
導
す
る
た
め
の
施
策
の
検
討

　

現
在
、
市
で
は
、
ま
ち
な
か
の
活
性

化
な
ど
の
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
併

せ
て
、
幹
線
道
路
網
と
公
共
交
通
の
維

持
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
都
市
機
能
誘

導
区
域
へ
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
交
通
手

段
の
確
保
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
な
ど
を
維
持
・
管

理
す
る
た
め
の
計
画
と
連
携
し
、
既
存

施
設
を
都
市
機
能
誘
導
区
域
内
に
適
切

に
維
持
す
る
た
め
の
実
施
策
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

●
見
込
ま
れ
る
効
果

　

機
能
的
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
道
路
な
ど
の

都
市
基
盤
整
備
や
、
維
持
管
理
の
た
め

の
更
新
費
用
な
ど
の
縮
減
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
ま
た
、
医
療
・
福
祉
施
設
な
ど

を
集
約
す
る
こ
と
で
、
身
近
な
場
所
で

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
体
制
が
整

い
、
い
つ
ま
で
も
在
宅
で
安
心
な
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
届
出
制
度
に
つ
い
て

　

都
市
機
能
誘
導
区
域
外
で
次
の
行
為

を
行
う
場
合
、
こ
れ
ら
の
行
為
に
着
手

す
る
日
の
30
日
前
ま
で
に
、
行
為
の
概

要
に
つ
い
て
、
市
長
へ
届
け
出
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

本
計
画
は
、
届
け

出
を
求
め
る
も
の
で

あ
り
、
立
地
を
規
制

す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

【
対
象
と
な
る
行
為
】

・
開
発
行
為
の
場
合

① 

誘
導
施
設
の
建
築
を
目
的
と
す
る
開

発
行
為

・
建
築
行
為
の
場
合

① 

誘
導
施
設
を
新
築
し
よ
う
と
す
る
場

合
② 

既
存
の
建
築
物
を
改
築
、
ま
た
は
、

用
途
を
変
更
し
、
誘
導
施
設
と
す
る

場
合

【
届
け
出
先
】

　

都
市
計
画
課　

☎
23

－

２
７
６
２

都市機能誘導施設
区域に求められる誘導施設

まちなか 市街地系
生活拠点

田園系生
活拠点

商業施設 生鮮三品取扱店
（スーパーマーケットなど） ○ ○ ○

医療施設
保健センター ○ ― ―

病院、診療所 ○ ○ ○

高齢者福祉施設 通所系・訪問系介護施設 ○ ○ ○

児童福祉施設
子育て世代活動支援センター ○ ― ―

保育園・幼稚園・認定こども園 ○ ○ ○

文化施設 図書館・美術館 ○ ― ―

その他の学校 専修学校・各種学校 ○ ○ ―

体育施設 総合運動場・体育館 ― ○ ―

地区公民館 地区公民館 ― ○ ○

公共施設については整備計画のあるものについて位置付けます。
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ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ

シ
ー
ズ
ン
到
来
！

　今年も市内各所で、サッカーJリーグチームや、ソフトボール、野球などのキャンプ・合宿
などが行われます。トップ選手たちの迫力あるプレーを、間近で見てみませんか。
    ◎問い合わせ　みやこんじょＰＲ課　　☎23-2615

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
合
宿
情
報

●
Ｆ
Ｃ
東
京

　

日
本
代
表
の
森
重
真
人
選
手
や
丸
山

祐
市
選
手
な
ど
を
擁
す
る
、
人
気
と
実

力
を
兼
ね
備
え
た
Ｊ
１
の
強
豪
。
今
季

は
、
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
か
ら
大
久
保

嘉よ
し

人と

選
手
も
加
入
し
ま
し
た
。都
城
キ
ャ

ン
プ
は
、
２
０
０
７
年
か
ら
今
年
で
10

回
目
、
昨
季
は
年
間
９
位
。

●
Ｆ
Ｃ
東
京
Ｕ
23

　

Ｆ
Ｃ
東
京
に
所
属
す
る
23
歳
以
下

の
選
手
で
構
成
さ
れ
る
チ
ー
ム
で
、

２
０
１
６
年
か
ら
Ｊ
３
に
参
加
。
昨
季

は
、
久
保
建た

け
ふ
さ英

選
手
、
平
川
怜
選
手
、

生お
い
じ地

慶よ
し
あ
つ充

選
手
と
い
っ
た
若
手
選
手
が

活
躍
し
ま
し
た
。昨
季
は
Ｊ
３
で
10
位
。

●
ツ
エ
ー
ゲ
ン
金
沢

　

２
０
１
６
年
か
ら
今
年
で
２
回
目
の

都
城
キ
ャ
ン
プ
。
金
沢
市
を
中
心
に
、

石
川
県
全
域
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す
る

チ
ー
ム
で
、
２
０
１
５
年
に
Ｊ
２
に
昇

格
し
、
昨
季
は
21
位
で
シ
ー
ズ
ン
を
終

え
ま
し
た
。

※ 

キ
ャ
ン
プ
は
既
に
終
了

●
栃
木
Ｓ
Ｃ

　

都
城
キ
ャ
ン
プ
は
、
２
０
１
２
年
か

ら
今
年
で
６
回
目
。
昨
季
は
Ｊ
３
で
２

位
と
な
り
、
Ｊ
２
と
の
入
れ
替
え
戦
に

挑
み
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
敗
戦
し
ま

し
た
。
今
季
は
、
Ｊ
２
昇
格
を
目
指
し
、

都
城
で
の
キ
ャ
ン
プ
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。

※ キャンプは、当日の天候や選手の体調などを考
慮し、急きょ変更・中止する場合があります

主なキャンプ日程

サ
ッ
カ
ー

FC東京、FC東京U23
２/４㈯～12㈰　高城運動公園多目的広場
栃木ＳＣ
２/14㈫～21㈫　高城運動公園多目的広場

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

シオノギ製薬女子ソフトボール部
２/11㈯～19㈰　高城運動公園野球場
日本精工女子ソフトボール部
２/４㈯～10㈮　高城運動公園野球場

野
球
東京六大学理工学部硬式野球部
３/１㈬～６㈪　都城運動公園野球場ほか

FC 東京サイングッズをプレゼント！
　選手のサイン入りグッズを抽選で2人にプ
レゼント。はがきに住所、氏名、
年齢、電話番号、チームへの
メッセージを記入し、２月28
日㈫までにみやこんじょPR課
（〒885-8555）

森重真人選手 丸山祐市選手
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よ
り
良
い
社
会
を
構
築
す
る
た
め

に
、一
人
一
人
が
学
び
に
つ
い
て
考
え
、

理
解
と
関
心
を
高
め
る
原
点
の
日
と
し

て
、
毎
年
２
月
18
日
を
「
都
城
教
育
の

日
」
に
制
定
し
ま
し
た
。 

◎
問
い
合
わ
せ　

　

教
育
総
務
課　

☎
23

－

９
５
４
３

「
都
城
教
育
の
日
」
の
由
来

　

明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
２
月
18
日
、

当
時
の
都
城
県
の
参
事
（
現
在
の
知
事

に
相
当
）
に
着
任
し
た
桂

か
つ
ら

久ひ
さ

武た
け

が
、
都

城
県
を
治
め
る
に
当
た
っ
て
の
３
つ
の

方
針
を
示
し
ま
し
た
。そ
の
一
つ
が「
学

業
を
奨
励
し
て
人
材
を
育
成
す
る
」
こ

と
で
あ
り
、「
都
城
教
育
の
日
」
は
学

業
の
振
興
や
人
材
育
成
の
大
切
さ
を
示

し
た
こ
の
方
針
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
を
深
め
る

　
「
都
城
教
育
の
日
」
は
、
子
ど
も
た

ち
だ
け
で
な
く
、
全
て
の
市
民
が
生
涯

に
わ
た
っ
て
学
び
を
深
め
る
こ
と
を
再

確
認
す
る
日
と
し
て
、
平
成
27
年
度
、

市
が
制
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
教
育
」
と
は
、
決
し
て
特
別

な
こ
と
で
は
な
く
、
日
頃
か
ら
読
書
に

親
し
ん
だ
り
、
自
己
研
さ
ん
の
た
め
講

座
な
ど
に
参
加
し
た
り
す
る
こ
と
で

す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
や
文
化

に
目
を
向
け
る
こ
と
で
、
愛
着
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
月
18
日
は
「
都
城
教
育
の
日
」

※
１
月
か
ら
３
月
は
「
都
城
教
育
の
日
」
啓
発
推
進
期
間
で
す

※ 

写
真
は
、
12
月
18
日
、
子
育
て
支
援

グ
ル
ー
プ
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

そ
ば
や
野
菜
の
収
穫
な
ど
を
体
験
し

た
菓
子
野
小
学
校
の
児
童
と
保
護
者

ら
。
初
め
は
恐
る
恐
る
手
を
伸
ば
し

て
い
た
児
童
ら
も
、
終
わ
り
の
頃
に

な
る
と
、
慣
れ
た
手
つ
き
で
作
業
を

こ
な
し
て
い
ま
し
た

「
都
城
教
育
の
日
」
の
４
つ
の
柱

① 

常
に
学
び
、
都
城
を
担
え
る｢

人
財｣

を
め
ざ
す

② 

学
び
合
い
、
助
け
合
い
、
平
和
で
豊

か
な
ま
ち
を
つ
く
る

③ 

家
庭
で
、
学
校
で
、
地
域
で
、
自
分

に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
行
動
す
る

④ 

郷
土
の
歴
史
を
学
ん
で
、
郷
土
を
愛

し
、
誇
り
を
持
つ

インタビュー

シンボルマーク
３つの丸は、学校や家庭、地域を、霧島山
を連想させる 3 枚のプリントの重なりは、
郷土への誇りを表現しています。

　息子は、イラクで道半ばに命を落
としましたが、同国の平和を願い、
懸命に働いていました。
　小学生のころ、息子に目標を持つ
ことの大切さを教えたところ、何で
も自発的に取り組み、私たちがあれ
これ注意するようなことはありませ
んでした。学びを深めるためには、
伸び伸びとした環境が大切です。都
城の子どもたちには、ぜひ、早くか
ら大きな目標を持ってもらい、われ
われ大人は、その成長を温かく見守
りたいものです。

都城の子どもたちよ、
大志を抱け！

故井ノ上  正
まさもり

盛外交官のご両親
井ノ上  靖夫さん・イク子さん（一万城町）

　菓子野小学校
PTA の OB で 結
成した、子育て
支援グループ「そ
よかぜ」の仲間
たちと一緒に、
児童や保護者ら
に、体験を通し

て地域の伝統や農業などを教える取
り組みを、８年間にわたって続けて
います。
　そば打ちや豆腐づくりなど、食に
関する体験だけでなく、栽培や収穫
までの一連の作業を学ぶことで、作
物（植物）や農耕、地域文化などに
興味を持つ機会となっています。
　私自身も学びを深めながら、伝え
ることの楽しみに加えて、子どもた
ちの成長に手応えと充実感を感じて
います。

伝統文化や農業
の素晴らしさを
伝えています

七
なな

牟
む

禮
れ

  淳二さん
　　　　  （菓子野町）
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子
育
て
の

「
困
っ
た
」を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　

育
児
の
援
助
な
ど
を
受
け
た
い
人

（
利
用
会
員
）
と
援
助
を
行
い
た
い
人

（
援
助
会
員
）
が
、
互
い
に
助
け
合
う

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
。

　

保
育
施
設
や
習
い
事
へ
の
送
迎
の
ほ

か
、
保
護
者
が
子
ど
も
の
世
話
を
で
き

な
い
と
き
の
一
時
預
か
り
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
利
用
の
際
は
、
事
前
に
会
員
登
録

が
必
要
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

保
育
課　

☎
23

－

４
８
９
４

利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
、
市
が
利
用
料

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

●
料
金

　

月
〜
金
曜
日
の
７
時
〜
19
時
は

　

１
時
間
当
た
り
３
０
０
円

※
そ
れ
以
外
は
４
０
０
円

●
対
象

　

０
歳
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で

※
障
が
い
の
あ
る
人
は
18
歳
ま
で

援
助
会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か

　

本
市
で
は
、
現
在
２
５
７
人
の
援
助

会
員
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人
で
、
子

育
て
支
援
に
関
心
の
あ
る
人
は
誰
で

も
、
援
助
会
員
の
登
録
が
で
き
ま
す
。

年
２
回
開
催
す
る
養
成
講
座
を
受
講
し

た
後
に
援
助
会
員
と
し
て
登
録
し
ま

す
。

　

子
育
て
世
代
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
人

は
、
ぜ
ひ
、
登
録
く
だ
さ
い
。

　

都
城
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー　

☎
26

－

３
８
１
０

（
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
17
時
）

※
祝
日
は
除
く

インタビュー

　高崎地域子育て支援セン
ター「たんぽぽ」では、お
母さん同士で育児の悩みを
相談したり、子どもと一緒
に楽しい時間を過ごすこと
ができます。
　自然に囲まれたセンター
では、草花や昆虫などの自
然に触れる体験や育児講座
なども開催していますの
で、気軽に来所ください。

坂本  孝子所長

子育て支援センター
　就学前の親子の交流や、子育てに関する相談などの支
援を行っています。このほか、季節の行事も開催してい
ます。今年度、２カ所の支援センターを増設しました。
　利用料は無料ですので、気軽に利用ください。

都城市地域子育て支援センター
天神町 19‒18　☎ 22‒1659
●利用時間：火・木・金曜日　９時 30分～15時、
　　　　　　土曜日　９時 30分～14時 30分
※相談は、月～金曜日　９時～17時、土曜日 ９時～14時30分

東部地域子育て支援センター・エンゼル 
上長飯町 81‒11‒１　☎ 26‒9587
●利用時間：月～土曜日　９時～14時 30分

山之口地域子育て支援センター 
山之口町富吉 6294‒２　☎ 57‒3298
●利用時間：月～金曜日　９時～16時　※12時～13時を除く

山田地域子育て支援センター 
山田町山田 4297‒１　☎ 64‒3171
●利用時間：月～金曜日　10時～15時

高崎地域子育て支援センター・たんぽぽ 
高崎町大牟田 1249‒21　☎ 62‒0027
●利用時間：火・水・金曜日　10時～15時

支援者の声

　週３回、高崎地域子育
て支援センターの行事に
参加しています。もともと
人見知りだった子どもが、
センターで楽しく過ごすこ
とで、少し人見知りしなく
なったような気がします。
　成長の過程を相談したり
育児講座を受けたりするこ
とで、楽しい子育てに役立
てています。

溝口  由美子さん
　　  美

み

羽
う

さん
　　  （高城町桜木）

利用者の声

会員登録

援助活動
育児の援助を受けたい人 育児の援助を行いたい人

連絡調整 連絡調整

事前打ち合わせ

会員登録

援助の仕組み
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切
迫
し
た
問
題

　

本
市
の
水
道
施
設
は
、
昭
和
40
年
代

に
整
備
が
始
ま
り
、
一
部
は
約
50
年
が

経
過
し
、
老
朽
化
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
老
朽
化
が
進
む
と
、
水
道

施
設
の
能
力
低
下
や
、
地
震
な
ど
の
自

然
災
害
に
よ
る
破
損
が
懸
念
さ
れ
、
市

民
生
活
や
社
会
経
済
活
動
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

災
害
に
強
い
水
道
管 

　

市
で
は
、
地
震
発
生
時
の
断
水
被
害

を
最
小
限
に
と
ど
め
、
給
水
を
確
保
す

る
た
め
、
割
れ
た
り
外
れ
た
り
す
る
の

を
防
ぐ
機
能
を
持
つ
水
道
管
へ
の
更
新

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
敷
設
す
る
水
道
管
は
、
耐
久

災害時にも水道水を
供給するために

　水道は、生活に必要不可欠なライフラインで、将来にわたっ
て強
きょう

靭
じん

で持続可能なものでなければなりません。
　水道局では、水道水を供給し続けるために、水道管や水道
施設を整備・更新しています。今回は、災害に強い水道施設
の整備について紹介します。

◎問い合わせ　水道局業務課　☎ 23‒4510

性
と
耐
震
性
が
あ
る
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
ち
ゅ
う

鉄て
つ

管
や
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
な
ど
を
用
い
ま

す
。
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
は
、
地
震
の

揺
れ
に
対
し
て
水
道
管
の
接
続
部
分
が

可
動
し
、
抜
け
た
り
割
れ
た
り
し
な
い

こ
と
か
ら
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
は
、管
同
士

を
熱
で
溶
か
し
て
接
合
す
る
の
で
、接

続
部
分
か
ら
の
漏
水
や
破
損
を
防
ぎ
、

地
震
の
揺
れ
で
も
、管
が
伸
び
た
り
曲

が
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、水
道
管
の
破

損
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
水
道
管
は
、
東
日
本
大
震

災
で
も
、
断
水
な
ど
の
被
害
は
報
告
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
加
え
て
、
耐
久
性
に

も
優
れ
て
い
る
た
め
、
維
持
管
理
コ
ス

ト
の
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

水
道
施
設
の
整
備
と
更
新
予
定

●
都
城
地
域

・
川
東
浄
水
場
の
更
新

・
高
野
地
区
の
水
道
施
設
の
更
新

●
山
之
口
地
域 

・
水
道
施
設
の
更
新

●
高
城
地
域

・
四
家
地
区
の
水
道
施
設
の
更
新

●
山
田
地
域

・
水
道
施
設
の
更
新

●
高
崎
地
域

・
水
道
施
設
の
更
新

※ 

こ
の
他
に
も
、
全
て
の
地
域
で
老
朽

化
し
た
施
設
の
更
新
を
行
い
ま
す

安
定
供
給
の
た
め
の
事
業
運
営

　

水
道
局
で
は
、
老
朽
化
し
た
施
設
の

更
新
や
既
存
施
設
の
統
合
な
ど
を
進
め

な
が
ら
、
耐
久
性
や
耐
震
性
に
優
れ
た

水
道
管
の
敷
設
を
行
い
、
将
来
の
人
口

減
少
社
会
を
見
据
え
た
コ
ン
パ
ク
ト
か

つ
効
率
的
で
持
続
可
能
な
、
水
道
事
業

の
運
営
を
行
い
ま
す
。

水
道
管
の
凍
結
に
注
意
く
だ
さ
い

　

水
道
管
が
凍
結
し
や
す
い
時
期
で

す
。敷
地
内
の
水
道
管
の
露
出
部
分

は
、保
温
カ
バ
ー

な
ど
で
覆
っ
て

凍
結
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

対策動画

耐震性耐震耐震性・耐久・耐久性があ性があ性があるダクるダるダクタイルタイル鋳鉄管鋳鉄管鉄管
日本ダ日本ダ日本ダクタイクタイクタイル鉄管ル鉄管ル鉄管協会提協会提協会提供 供 供 

日本ダクタイル鉄管協会提供

地震で地震で地震で変形し変形変形したポリたポリポリエチレエチエチレン管ン管
水配水用配水 ポリエポリエポリエチレンンチ パイプパイプパイプシステシステシステム協会ム協会ム 提供提供

古い水道管

新しい水道管

地割れ

地割れ スポッと抜ける

抜けずに壊れない
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